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１．当四半期決算に関する定性的情報 
 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 
当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外経済の減速や円高の影響などから輸出が伸び悩

み、踊り場局面が続いてきました。しかし 11 月に入り、米国大統領選の結果を契機として、為替相場や金

融市場が回復してきたことに伴い、輸出や生産が好転するなど、持ち直しに向けた動きが見られるように

なりました。しかしながら、国内では雇用・所得情勢が堅調に推移している反面、個人消費は足元で節約

志向を強めていることから力強さを欠くものとなっており、また、期待と不安が混在する中、米国新政権

の動向が景気にどのような影響を与えるのか不透明であることなど、今後も注視が必要な状況となってお

ります。 

建設業界におきましては、公共設備投資の補正予算が講じられているものの、公共工事の受注高・出来

高ともに前年を下回る水準で推移しております。民間設備投資についても企業の設備稼働率に余裕が見ら

れることや、先行きに対する慎重姿勢を反映して増強投資まで見込めていない状況にあり、総じて底堅い

動きとなっております。 

 

このような状況の中、当社グループは 2016 年度を初年度とする「中期経営計画『Next Stage 2018』（2016

～2018）」をスタートさせ、引き続き経営の合理化・効率化を推進し、経営資源を 大限に活かして、よ

り一層の収益力向上に努めております。 

その結果、当第３四半期の連結業績につきましては、受注高は 331 億２千５百万円（対前年同期比 4.2％

増）、売上高は 333 億９千１百万円（対前年同期比 2.7％増）となりました。 

利益につきましては、営業損益は 21 億１千８百万円の営業利益（前年同期は 13 億４千９百万円の営業

利益）、経常損益は 24 億８千９百万円の経常利益（前年同期は 18 億１千３百万円の経常利益）、親会社株

主に帰属する四半期純損益は 17 億５千２百万円の四半期純利益（前年同期は 13 億６百万円の四半期純利

益）となりました。 

 
（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末の総資産につきましては、前連結会計年度末に比べ 22 億３千万円増加し、

666 億４千６百万円となりました。（未成工事支出金で 23 億８千８百万円の増加、受取手形・完成工事未

収入金等で 22 億９千万円の増加、現金預金で 29 億６百万円の減少） 

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ６億１千８百万円増加し、258 億４千１百万円となりま

した。（短期借入金で 53 億２千万円の増加、支払手形・工事未払金等で 33 億８千２百万円の減少、未払法

人税等で 12 億４千２百万円の減少） 

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ 16 億１千２百万円増加し、408 億５百万円となりまし

た。（利益剰余金で 15 億３千５百万円の増加、その他有価証券評価差額金で４千１百万円の増加） 

 
（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成 29 年３月期の連結業績予想につきましては、平成 28 年５月 11 日に公表いたしました連結業績予想

に変更はありません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 
 
（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

第１四半期連結会計期間より、非連結子会社であった交通安全施設(株)は、重要性が増したため、連結の

範囲に含めております。なお、当第３四半期連結会計期間において、同社の普通株式を追加取得し、完全

子会社化しております。 

 
（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 
（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

法人税法の改正に伴い、「平成 28 年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実

務対応報告 32 号 平成 28 年６月 17 日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成 28 年４月１日以後に

取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額は軽微であります。 

 

（４）追加情報 
「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 26 号 平成 28 年３月 28 日）

を第１四半期連結会計期間から適用しております。 
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（３）継続企業の前提に関する注記

 該当事項はありません。

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

 該当事項はありません。

４.　補足情報

部門別受注高及び売上高

前第３四半期連結累計期間(自　平成27年4月1日　至　平成27年12月31日)

(電気設備工事業） (電気設備工事業）

当第３四半期連結累計期間(自　平成28年4月1日　至　平成28年12月31日)

(電気設備工事業） (電気設備工事業）

　第２四半期連結会計期間より、当社事業本部の組織改正を行ったことに伴い、従来、電気設備工事業の

「送電線」に含まれていた一部業務を「鉄道電気設備」に、「道路設備」に含まれていた一部業務を「屋

内外電気設備」に変更いたしました。この変更を反映させるため、当第３四半期連結累計期間および前第

３四半期連結累計期間の受注高・売上高の組替えを行っております。

17,968,415

(兼業事業)

％

59.3

11.9

当四半期

13.1

196,386

32,501,776

6.4

受　注　高 売　上　高

平成28年3月期

第３四半期

前年同四半期

構成比率平成28年3月期

前年同四半期

9.73,240,499

合 計 33,125,323 100.0 合 計 100.0

0.9

33,391,638

(不動産賃貸事業)

9.8

92.3

3,283,989

2,262,643 6.8

送 電 線

小　　　　　計 30,829,321

16.2

299,672

屋内外電気設備

(兼業事業)

送 電 線

23.5

構成比率

屋内外電気設備

屋内外電気設備

5,359,341

3,709,761 11.2

％

19,962,390

7.7 屋内外電気設備

第３四半期

56.5

道 路 設 備

平成29年3月期

第３四半期

千円

4,251,276

19,255,340

送 電 線 12.3

鉄 道 電 気 設 備

3,877,668

2,440,443

100.0

0.6

千円

2,080,986

鉄 道 電 気 設 備

道 路 設 備 7,469,574

93.0

8.7

小 計 30,224,404

送 電 線 2,840,1183,923,377

(不動産賃貸事業)

道 路 設 備

合 計 31,801,810

鉄 道 電 気 設 備

売　上　高

道 路 設 備 6,017,309

受　注　高

構成比率

54.4 鉄 道 電 気 設 備

％

59.8

構成比率

第３四半期

100.0

18.2 13.0

千円 ％

4,342,442

合 計

当四半期

平成29年3月期

18,038,910

千円
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